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最新のゲノム研究［1］により，
1万 1,000年以上前の氷河期末期
に人が動物（犬）と共生していた
ことが報告されている．われわれ
の祖先が動物と共生してきた長い
歴史から，人は動物からさまざま
な恩恵を享受してきたと考えられ
る．例えば，犬が狩猟に同行して

いたことや，猫がネズミを退治し穀物を守る役割を果た
したことなど，動物が人の「生活」に大きく貢献してき
たことが知られている．現在も犬は 30以上の役割を
担っており，人の生活を支えているが，一般的には伴侶
動物として人と密接な関係を築いて生活している．
伴侶動物との暮らしによる人の「健康」への効果につ
いては，20世紀後半に興味深い研究があり，都会で暮ら
す子どもに比べて牧場で育った子どもにおいて花粉症や
喘息などのアレルギー疾患が少ないことが報告されてい
る．動物へのばく露とアレルギー疾患との関連は，その
後も研究が蓄積され，欧米の研究結果に基づくレビュー
［2］やメタ解析［3］が報告されている．日本人を対象
としたわれわれの研究では，犬猫の飼育経験がない人に
比べて犬もしくは猫と暮らす人の喘息発症のリスクが低
いことを明らかにしており，in vivo研究からもこれら
の関連性を裏付ける免疫や細菌の存在が示されている．
伴侶動物との暮らしは，アレルギー疾患以外にも身体
的，心理的に良好な影響を及ぼすことが知られており
［4］，犬と暮らす人の身体活動量が高い水準［5］にある
ことや，猫と暮らす人ではネガティブな気分が低い水準
［6］にあることなどが報告されている．日本人を対象と
したわれわれの研究［7］では，犬や猫と暮らす人の身
体的な特徴に加えて，近隣住民との交流や孤立［8］と
いった社会的な側面にも良好な影響がみられることを確
認している．
一方，わが国は 2007年に高齢者割合が 21％を超えて
超高齢社会になり，2023年の高齢者割合は 29.1％であ
る．超高齢社会のわが国においては，疾患の予防や管理
に加えて，健康長寿の推進が喫緊の課題となっている．
健康長寿を実現する鍵として，フレイル（虚弱）が注目

されている．フレイルは，「体の予備力が低下し，身体
機能障害に陥りやすい状態」であり，5つの基準（体重
減少，疲労感，活動度の減少，身体機能の減弱，筋力の
低下）から評価できる．フレイルに該当するシニアは，
非該当に比べて要介護発生リスクが 2倍以上高くなるこ
とが知られており［9］，フレイルの予防は健康長寿を実
現するための要点である．われわれは，伴侶動物との暮
らしがフレイル発生に及ぼす影響を調べるために，フレ
イルではない地域在住高齢者約 6,000人を 2年間追跡調
査した縦断研究［10］を実施した．交絡因子（性別，年
齢，同居家族，等価所得，脳卒中既往歴，食品摂取多様
性，抑うつ状態，飲酒習慣，喫煙習慣）の影響を調整し
た結果，犬と暮らしていない人に比べて，犬と暮らす人
のフレイルの発生リスクが約 20％低いことを明らかに
した．犬との暮らしにより，要介護に繋がる心身の機能
低下が抑制されることが示唆されている．
犬との共生は，人の寿命（死亡リスク）と深く関連す
ることが欧米での複数の先行研究で示されている．10

報の先行研究を統合したメタ解析［11］から，犬がい
ない人に比べて犬と暮らす人の死亡リスクが 24％低い
ことが報告されている．われわれの研究で，オーストラ
リアに住む約 15,700人を 4年間追跡した結果［12］，犬
と暮らす人で死亡リスクが抑制されていること，猫や
鳥，魚と暮らす人では死亡リスクの低下はみられないこ
とを示している．更にわれわれは，日本人を対象として
伴侶動物との暮らしが介護や死亡に及ぼす影響を調査し
ている．要介護認定を受けていない地域在住高齢者約
11,000人を 3.5年間追跡調査し，交絡因子（性別，年齢，
同居家族，教育歴，等価所得，居住地域，高血圧，心疾
患，脳梗塞，糖尿病，呼吸器疾患，食品摂取多様性，抑
うつ状態，飲酒習慣，喫煙習慣，フレイル度）の影響を
調整した結果［13］，犬と暮らしていない人に比べて，
犬と暮らす人の要介護または死亡発症リスクが 46％低
いことが明らかになった（図 1）．これらの研究から，
犬との共生で得られる規則正しい生活習慣が，健康長寿
の実現に寄与していることが示されている．
わが国の認知症患者数は，2030年に 523万人になる
ことが推計されており，認知症患者数の増加に伴う医療
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及び介護サービスの充足や認知症予防が喫緊の社会的課
題である．規則正しい生活習慣は，生活習慣病だけでは
なく認知症の予防［14］にも重要であることから，わ
れわれは伴侶動物（特に犬）との共生で得られる規則正
しい生活習慣と認知症発症との関連を調べた．認知症の
ない地域在住高齢者約 11,000人を 4年間追跡調査し，
犬と暮らす人の背景要因（性別，年齢，同居家族，教育
歴，等価所得，居住地域，既往歴，食品摂取多様性，抑
うつ状態，飲酒習慣，喫煙習慣，フレイル度）の影響を
考慮した解析の結果［15］，犬が居ない人に比べて，犬
と暮らす人の認知症発症リスクが 40％低いことが示さ
れた．犬と暮らす人の中でも，散歩などの運動習慣の有
無別に認知症との関連を解析したところ，犬と暮らして
いて運動習慣がある人の要介護認知症発症リスクに有意
な低下がみられたが，犬と暮らしていて運動習慣がない
人では要介護認知症発症リスクの低下はみられなかった
（図 2）．また，犬の飼育と社会的孤立の組み合わせにお
いても，犬と暮らしていて孤立がない人の要介護認知症
発症リスクは有意な低下がみられたが，犬と暮らしてい
て孤立がある人では要介護認知症発症リスクの低下はみ
られないことを確認している．
アメリカでの約 600人を対象とした研究［16］から，
犬の散歩をしている人で認知機能の低下が緩やかになる
ことが報告されている．また，アメリカで実施された
95人を対象とした研究［17］から，犬飼育者の認知機
能や脳構造が良好な状態にあることや，脳年齢が最大
15歳低下する可能性があることが示されている．これ
らの研究成果から，犬との共生を通じた運動習慣や地域
社会との繋がりといった日々の生活習慣が，認知症の予
防や遅延に有効であることが示唆された．更に，犬と暮
らす人が実践する運動や社会的な交流は，犬と暮らす家
族に健康上のメリットがもたらされているだけではな
く，地域づくりや安全・防犯にも波及効果をもたらして

いる可能性が考えられる．
犬と暮らすことによる運動習慣と社会との繋がりにつ
いては，これらの因果関係が度々議論されている．つま
り，犬との暮らしを通じて身体的・社会的にアクティブ
になったのか，または身体的・社会的に活発な人が犬を
飼育しているのかが明らかになっていない．われわれ
は，過去に犬の飼育経験がなく最近（1年以内）犬との
暮らしを開始した 81名と，犬がいない 1,129名で 1年
間の生活習慣の変化を比較した．犬と暮らす人の背景要
因（性別，年齢，同居家族，等価所得，居住地域，居住
形態，職業，婚姻状況，抑うつ状態，精神的健康状態）
の影響を考慮した解析の結果，犬がいない人に比べて最
近犬との暮らしを開始した人で，歩行時間や近隣住民と
の接触頻度が増加していることを確認している．また，
別の研究［18］では，犬の飼育期間が長くなる程，身体
活動量が増加することを報告している．これらの研究か
ら，犬との生活を契機に人の身体活動量や社会参加が増
加することが期待される．一方で，犬と暮らす人の中に
は，散歩や社会との接触といった生活習慣がない人が存
在する．われわれの研究［15］では，5人に 1人が犬と
暮らしているものの，身体的・社会的に不活発な状態に
ある．犬との暮らしと生活習慣の根底にある要因として，
Attachment（愛着）に着目した研究［19］の結果，犬
への愛着が強い程，散歩の頻度や身体活動量が高いこと
が示された．これらの研究結果から，動物への愛着が強
い人が犬と共生することにより，犬の世話を通じて身体
的・社会的に活発な生活習慣が獲得されると考えられる．
これまでの研究の蓄積により，伴侶動物と暮らす人の
健康効果が明らかにされているが，エビデンスに基づい
て社会実装を進める上で重要な，伴侶動物と暮らすこと
による社会保障費への影響を調べた研究は稀有である．
オーストラリア及びドイツにおいて，伴侶動物の有無と
通院回数の関係性から医療費の削減効果を試算した研究

図 1　犬または猫の飼育と要介護または死亡発症との関連
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［20］が報告されているが，伴侶動物と暮らす人の社会
保障費を調べた研究はみられない．われわれは，伴侶動
物との共生が医療費及び介護給付費に及ぼす影響を調べ
るために，地域在住高齢者 640人に対して 18カ月の追
跡調査［21］を行った．結果，伴侶動物が居ないシニ
アに比べて，伴侶動物と暮らすシニアの月額介護費が約
半額であることを示している．犬をはじめとする伴侶動
物との暮らしは，人への健康効果に加えて，介護給付費
などの社会保障費の削減にも寄与していると考えられ
る．今後の研究では，伴侶動物が人にもたらす健康効果
についてエビデンスを蓄積する必要があることに加え
て，地域づくりや地域の安全・防犯への効果，伴侶動物
と暮らすことによる費用と利益を考慮したコストベネ
フィット分析が求められる．
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